
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る「
要
支

援
者（
要
支
援
１
・
２
に
認
定
さ
れ

た
方
）に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
」を
変

え
る
こ
と
な
く
、
介
護
予
防
給
付

で
継
続
す
る
こ
と
。

改
正
案
に
よ
り
市
町
村
へ
移
行

さ
れ
た
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

及
び
不
均
一
化
、
公
平
性
が
維
持

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
の
意
見
書
。

現
在
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い

る
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
要
支
援
者
に
介
護
予
防
給

付
で
行
っ
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
を
、

介
護
予
防
給
付
か
ら
切
り
離
し
、

市
町
村
が
実
施
す
る「
地
域
支
援

事
業
」に
移
行
す
る
こ
と
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。

「
地
域
支
援
事
業
」は
実
施
主
体

拡
充
す
る
こ
と
。

２ 

緊
急
医
療
の
確
保
、

 

充
実
に
つ
い
て

⑴  

緊
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
、

緊
急
患
者
の
受
け
入
れ
不

能
と
い
う
事
態
を
防
止
す

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
の

確
保
、充
実
を
図
る
こ
と
。

⑵  

周
産
期
医
療
及
び
小
児
緊
急

医
療
に
つ
い
て
、
医
師
確
保

と
地
域
へ
の
均
衡
あ
る
配
置

の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、

医
療
体
制
充
実
の
た
め
の
財

政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

３ 

自
治
体
病
院
へ
の

 

財
政
措
置
に
つ
い
て

⑴  

地
域
医
療
を
担
う
自
治
体

病
院
の
経
営
基
盤
安
定
の

た
め
、
特
に
過
疎
地
の
高
度

特
殊
医
療
、産
科
、小
児
科
、

救
急
医
療
に
対
し
て
、
地
方

交
付
税
措
置
等
の
拡
充
強

化
を
図
る
こ
と

⑵  

自
治
体
病
院
に
お
け
る
勤

務
医
確
保
の
た
め
、
過
重
労

働
の
解
消
等
勤
務
環
境
の
是

正
、
勤
務
実
態
を
踏
ま
え
た

処
遇
改
善
等
に
か
か
る
財
政

支
援
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

足
・
偏
在
対
策
の
解
消
、
緊
急
医

療
の
確
保
・
充
実
、
自
治
体
病
院

へ
の
財
政
措
置
支
援
を
行
う
よ
う

強
く
要
望
す
る
意
見
書
。

地
域
医
療
は
、
新
医
師
臨
床
研

修
制
度
の
導
入
以
来
、
深
刻
な
医

師
不
足
や
偏
在
に
よ
り
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。
新

医
師
臨
床
研
修
制
度
は
、
地
域
医

療
の
充
実
を
図
る
た
め
制
度
の
改

正
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
地
域
医
療
現
場
に
お
い
て

は
、医
師
不
足
、偏
在
を
更
に
助
長

す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
地
域

医
療
の
役
割
は
、
高
齢
化
が
進
む

現
状
に
あ
っ
て
、
益
々
重
要
に
な

っ
て
い
る
。
特
に
、
地
域
医
療
の

重
要
な
担
い
手
で
あ
る
自
治
体
病

院
は
危
機
的
な
状
況
に
お
か
れ
、

こ
の
危
機
的
状
況
は
、
憲
法
が
国

民
に
保
障
す
る
居
住
の
自
由
を
も

侵
し
か
ね
な
い
と
危
惧
さ
れ
る
。

住
民
が
安
心
し
て
必
要
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
国
に
お
い
て

下
記
の
事
項
を
実
現
さ
れ
る
よ
う

強
く
求
め
る
。

　
　
　

記

１ 

医
師
不
足
、偏
在
対
策
に
つ
い
て

⑴  

医
師
の
絶
対
数
を
確
保
す

る
た
め
、
医
学
部
定
員
の
更

な
る
増
員
と
指
導
体
制
の

充
実
を
図
る
こ
と
。

⑵  

医
師
の
地
域
偏
在
を
是
正

す
る
た
め
、
医
学
部
入
学
定

員
の
地
域
枠
を
更
に
拡
大

す
る
こ
と
。

⑶  

医
師
に
対
し
て
臨
床
研
修

終
了
後
、
一
定
期
間
、
地
域

医
療
へ
の
従
事
を
義
務
付

け
る
な
ど
、
抜
本
的
な
対
策

を
講
ず
る
こ
と
。

⑷  

都
道
府
県
域
を
越
え
た
実

効
性
の
あ
る
医
師
派
遣
制

度
を
確
立
す
る
こ
と
。

⑸  

医
師
の
診
療
科
の
偏
在
を

改
善
す
る
た
め
、
診
療
科
ご

と
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
医

師
育
成
方
策
を
講
ず
る
こ

と
。
特
に
、
医
師
不
足
が
深

刻
な
産
科
、
小
児
科
、
外
科
、

整
形
外
科
、
麻
酔
科
等
に
つ

い
て
は
、
医
師
確
保
の
た
め

の
緊
急
的
か
つ
実
効
性
の
あ

る
支
援
策
を
講
ず
る
こ
と
。

⑹  

医
師
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
看
護
師
、
助
産
師
等

医
療
従
事
者
、
介
護
福
祉
士

及
び
医
師
事
務
作
業
補
助

者
の
必
要
人
員
確
保
と
養

成
の
た
め
の
財
政
措
置
を

が
市
町
村
と
な
り
、地
域
の
実
情
に

応
じ
て
行
う
こ
と
と
な
る
た
め
、介

護
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
市
町
村
の
裁

量
に
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

実
施
主
体
が
市
町
村
と
な
る
こ

と
に
よ
り
、
財
政
及
び
サ
ー
ビ
ス

基
盤
が
脆
弱
な
自
治
体
に
お
い
て

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
不

均
一
化
を
招
き
、
社
会
保
障
制
度

と
し
て
公
平
性
が
維
持
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
現
在
検
討
さ
れ
て
い

る
介
護
保
険
制
度
の
改
正
の
見
直

し
と
と
も
に
、
要
支
援
者
へ
の
介

護
予
防
給
付
を
引
き
続
き
継
続
す

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

飛
騨
市
民
病
院
の
医
師
・
看
護

師
不
足
が
危
機
的
状
況
と
の
認

識
の
も
と
、
国
に
対
し
て
医
師
不

12

関
係
機
関
へ
の
意
見
書
の
提
出
が
委
員
会
提
出
議
案
と
し
て
提
案

さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
発
議
よ
り
２
案
件
の
決
議

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

意
見
書
第
１
号

介
護
保
険
要
支
援
者
へ
の
保

険
給
付
の
継
続
を
求
め
る
意

見
書

意
見
書
第
２
号

地
域
医
療
再
生
に
関
す
る
意

見
書

要
　
旨

要
　
旨

本
　
文

本
　
文



建
設
予
定
地
は
、
最
上
流
部
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
水
が
汚
染
さ

れ
た
場
合
の
影
響
は
甚
大
と
な

る
。
ま
た
、
管
理
型
最
終
処
分
場

と
い
っ
て
も
そ
の
不
安
を
取
り
除

く
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
処
理

施
設
の
設
置
に
反
対
す
る
。

現
在
、
飛
騨
市
の
一
般
家
庭
の

日
常
生
活
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄

物(

家
庭
廃
棄
物
と
い
う)

と
事

業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物

で
産
業
廃
棄
物
以
外
の
も
の(

事

業
系
一
般
廃
棄
物
と
い
う)

は
、

市
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却

処
分
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
焼
却

 

平
成
26
年
２
月
25
日　

 

飛
騨
市
議
会

市
が
管
理
す
る
ほ
と
ん
ど
の
財

産
は
、
合
併
前
の
旧
町
村
か
ら
引

き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
中
に
は
活
用
方
針
が
は
っ
き
り

し
な
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
今
後
の
市
財
政
は
厳
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

維
持
管
理
の
観
点
か
ら
市
財
産
の

見
直
し
を
行
い
、
今
後
の
活
用
方

針
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

現
在
、
借
用
し
て
い
る
施
設
等

で
必
要
な
も
の
は
原
則
と
し
て
買

い
上
げ
適
正
に
管
理
す
る
。
不

要
な
も
の
は
返
還
す
る
。
ま
た
、

貸
し
付
け
て
い
る
土
地
及
び
建
物

は
、借
り
受
け
者
に
売
却
す
る
。

活
用
す
る
見
込
み
が
な
い
不
必

要
な
財
産
は
処
分
す
る
。

※ 

国
・
県
・
医
療
関
係
・
福
祉

関
係
へ
貸
与
し
て
い
る
も
の

は
除
く

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設（
管
理
型

最
終
処
分
場
）の
設
置
に
反
対
す

る
決
議

す
ご
う
テ
ッ
ク
株
式
会
社
は
、

飛
騨
市
古
川
町
数
河
字
猪
ヶ
森
地

区
に
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設（
管
理

型
最
終
処
分
場
）の
設
置
を
計
画

し
、岐
阜
県
か
ら
そ
の
設
置
許
可
を

得
る
た
め
平
成
25
年
12
月
25
日
付

け
で
事
業
計
画
書
を
岐
阜
県
へ
提

出
し
協
議
に
入
っ
た
。

当
該
地
は
、
最
上
流
部
に
位
置

す
る
こ
と
か
ら
、
産
業
廃
棄
物
処

理
施
設
の
設
置
に
よ
り
下
流
部
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
特
に
、

水
が
汚
染
さ
れ
る
と
そ
の
影
響
は

甚
大
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ま

た
、
管
理
型
の
最
終
処
分
場
と
い

え
ど
も
そ
の
懸
念
を
払
拭
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

飛
騨
市
議
会
は
、
飛
騨
市
民
憲

章
に
掲
げ
る「
美
し
い
自
然
を
大
切

に
し
、う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」の
理
念
を
子
々
孫
々
へ
引
き
継

ぐ
た
め
、今
回
計
画
さ
れ
て
い
る
産

業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
反

対
す
る
こ
と
を
決
議
す
る
。

廃
棄
物
は
、
人
間
生
活
の
営
み

に
よ
っ
て
ど
こ
で
も
発
生
し
、
こ

れ
を
回
避
す
る
こ
と
は
現
在
の
科

学
技
術
を
も
っ
て
し
て
も
不
可
能

で
あ
る
。
し
か
し
、
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
に
は
、

そ
の
排
出
を
極
力
抑
制
す
る
と
と

も
に
、
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
安
全

に
保
管
し
、
そ
の
処
理
を
将
来
の

科
学
技
術
に
委
ね
る
こ
と
が
、
現

代
に
生
き
る
我
々
に
課
さ
れ
た
責

務
で
あ
る
。

飛
騨
市
は
、
市
民
の
理
解
を
得

て
分
別
収
集
を
積
極
的
に
進
め
、

循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、焼
却
灰
や
下
水
汚
泥
、分

別
収
集
で
回
収
し
た
再
利
用
が
困

難
な
廃
棄
物
等
に
つ
い
て
は
、
そ

の
処
分
を
市
外
の
最
終
処
分
場
に

依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
に
あ

る
。こ

の
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、

市
内
で
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
を
処

分
す
る
施
設
の
整
備
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
市
内
で
排
出
さ
れ
る

再
利
用
が
困
難
な
廃
棄
物
に
つ
い

て
は
、「
持
ち
出
さ
ず
、
持
ち
込
ま

ず
」を
基
本
原
則
に
、廃
棄
物
処
理

施
設
を
飛
騨
広
域
も
含
め
市
民
の

理
解
を
得
て
官
民
共
同
で
整
備
す

る
よ
う
執
行
部
に
提
案
す
る
。

炉
に
余
裕
が
あ
る
場
合
、
事
業
に

よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
可
燃
物
も
焼

却
処
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況

を
合
わ
せ
産
廃
と
い
う
。
こ
れ
ら

の
焼
却
灰
は
、
群
馬
・
富
山
県
で

処
理
さ
れ
て
い
る
。

下
水
汚
泥
に
つ
い
て
は
、
市
内(

北
吉
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
み

ず
ほ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー)

で
焼
却

さ
れ
、
市
内(

松
ヶ
瀬
処
分
場)

で

処
理
さ
れ
る
も
の
と
市
外
で
処
理

さ
れ
る
も
の
と
が
あ
る
。
ま
た
、
一

部
堆
肥
化
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
と
い
う
の
が
市
の
現
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
市
内
で
排
出
さ
れ
る

再
利
用
が
困
難
な
廃
棄
物
に
つ
い

て
は
、「
持
ち
出
さ
ず
、
持
ち
込
ま

ず
」を
基
本
原
則
と
し
、現
状
を
鑑

み
、
廃
棄
物
処
理
施
設
を
飛
騨
広

域
も
含
め
、
市
民
の
理
解
を
得
て

官
民
共
同
で
整
備
す
る
よ
う
執
行

部
に
提
案
す
る
。
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意
見
書

　

�　

地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
す
る
事
件
に
関
し
、
議
会
が
地

方
公
共
団
体
の
機
関
と
し
て
の
議
会
の
意
思
を
意
見
と
し
て
ま

と
め
た
文
書
の
こ
と
を
い
う
。

附
帯
決
議
と
は

　

�　

議
会
ま
た
は
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
対
象
物
で
あ
る
事
件

の
議
決
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
事
件
に
つ
い
て
、
付
随
的
に
つ
け

ら
れ
る
意
見
ま
た
は
要
望
の
決
議
の
こ
と
を
い
う
。

発
議
第
１
号

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設（
管

理
型
最
終
処
分
場
）の
設
置

に
反
対
す
る
決
議

発
議
第
２
号

予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議

要
　
旨

要
　
旨

本
　
文


